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（１）第267号　2014年９月１日（月）定価　１部15円（月１回毎月１日発行）	 全　国　協　議　会　ニ　ュ　ー　ス	 平成６年６月17日第三種郵便物認可

　造血細胞移植を担当する厚生労働
省健康局疾病対策課の移植医療対策
推進室長に７月、阿萬哲也（あまん・
てつや）さんが就任されました。同
室は昨秋まで長らく臓器移植対策室
という名称でしたが、「移植に用い
る造血幹細胞の適切な提供の推進に
関する法律」が１月１日に施行され、
今年が「法制化元年」と注目されて
いることでもあり、着任間もない阿
萬室長にお聞きしました。

Q　出身地はどちらでしょうか。ま
た、お名前にまつわるエピソードは
おありでしょうか。
A　私の出身は宮崎県の西都市とい
うところです。「古墳のまち」とし
てご存じの方もおられると思います。

「阿萬」は、東日本ではほとんど誰
もご存じないと思いますが、南九州
ではそんなに珍しくはない名字です。
Q　休日はどのような過ごし方をさ
れていますか。
A　最近はあまり行けていません
が、家族そろって旅行好きで、息子

（現在中３）が小学校在学中に47都
道府県をすべて制覇（？）しました。
また、海外旅行もこれまで家族で合
計12カ国をまわりました。最近は
時間があまりとれないこともあり、
休日はもっぱらテレビで旅番組を見
ることが楽しみになっています。
Q　前任はどちらでしょうか。また、
前任の職務で対策室に生かせるもの
はありますか。
A　前任は、障害保健福祉部の障害
児・発達障害者支援室というところ
です。障害児や、最近知られてきて
いる発達障害のある方々の支援に関
する取り組みを行っていました。当
時の経験を振り返ると、特に「現場
の方々のお話をよく伺う」ことが正
しい施策を進める基本であると思っ
てやってきましたので、ここでも同
様に、皆様のお話をよく伺いながら
施策を進めていきたいと思っており
ます。
Q　対策室長への辞令を伝えられた
ときの気持ちはどんなものでしたか。
また、実際に就任されてからの印象
と、今後の抱負をお聞かせください。
A　実は、十数年前に、改正前の臓
器移植法が施行されて脳死下での臓
器提供が始まったころに当室の前身
の「臓器移植対策室」にいたことが
あります。したがって、着任に当たっ
て不安や心配はありませんでしたが、
着任してみると、当時と比べて造血
幹細胞移植対策が立法化も含めて非
常に進んでいるのに驚いております。
当時は造血幹細胞移植関係にはあま

りタッチしていなかったこともあり
ますが、早い段階でキャッチアップ
できるよう、勉強しなければならな
いことが多いと思っております。
Q　法制化によって「国の責務」が
明文化されましたが、室長としては
どのような取り組みを想定してい
らっしゃいますか。
A　基本的には、これまでも行って
きた取り組みをベースにしつつ、さ
らに発展させていくことが重要と
思っております。さしあたっては、
今年１月に定められた指針に沿って
着実な取り組みを進めていくことに
力を入れ、拠点病院の指定について
も、平成27年度の９施設分の指定
に向けて、作業を進めていきます。
Q　「造血細胞バンク」をどのよう
に捉えていらっしゃいますか。
A　今後、いろいろな方々のいろい
ろなご意見をお聞きしていきたいと
思っておりますが、ボトムライン
は、造血幹細胞移植を必要としてい
る方々の病気の種類や病状に応じて
適切な形での移植を行うことができ
るようにすることだと思っておりま
すので、その趣旨にしっかりと沿う
ことができるような体制のあり方を
考えていくべきだと思っております。
まずは、「移植に用いる造血幹細胞
の適切な提供の推進に関する法律」
に基づく制度の施行を着実に進めて
いくことが重要と考えております。
Q　全国のボランティアへのメッ
セージをお願いいたします。
A　日ごろから、造血幹細胞移植に
関する普及啓発や造血幹細胞移植を
必要とされている患者さんの支援等
にご尽力いただきまして、誠にあり
がとうございます。皆様の長年にわ
たるご努力に敬意を表したいと思い
ます。厚生労働省としても、引き続
き、法やそれに基づく基本指針に
沿って、造血幹細胞移植対策の推進
にしっかりと取り組んでいきたいと
考えておりますので、皆様のご支援
をなにとぞよろしくお願いいたしま
す。

厚生労働省移植医療対策推進室長に阿萬哲也さん

法制度の施行を着実に
「現場の声をよく聞く」のが基本

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

こ
れ
ま
で
に
８
月
３
日
と
31
日
の

２
回
、
全
国
協
議
会
事
務
局
で
実
行

委
員
会
を
開
催
し
、
日
程
や
会
場
、

主
な
事
業
案
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。
今
後
し
ば
ら
く
は
「
ア

イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
実
現
性
な
ど

を
検
討
す
る
」
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
記
念
大
会

は
来
年
5
〜
6
月
に
東
京
を
中
心
と

し
た
地
域
で
の
開
催
が
有
力
で
す
。

　

各
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
、

さ
ら
に
は
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
読
者
の

方
々
に
も
ア
イ
デ
ア
を
お
寄
せ
い
た

全
国
協
議
会
設
立
25
周
年
記
念
事
業

 

実
行
委
員
会
ス
タ
ー
ト
来年実施

　

全
国
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
連
絡
協
議
会
は
来
年
、「
設
立
25
周
年
」
を
迎
え
ま
す
。「
四
半
世
紀
の
歴
史
」
を
刻
む
わ

け
で
す
が
、
こ
れ
を
記
念
す
る
事
業
の
実
施
に
向
け
て
「
25
周
年
実
行
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
実
行
委
員

会
は
理
事
・
事
務
局
を
は
じ
め
、
加
盟
団
体
の
う
ち
埼
玉
、
千
葉
、
東
京
、
神
奈
川
の
会
の
代
表
、
さ
ら
に
日
本
赤

十
字
社
と
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
か
ら
も
委
員
が
加
わ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
計
画
を
煮
詰
め
て
い
き
ま
す
。

実
行
委
員
長
に
は
谷
口
修
一
顧
問（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
虎
の
門
病
院
血
液
内
科
部
長
）が
就
任
し
ま
し
た
。

■全国協議会の略年表

1990 6.24 13団体の加盟で全国骨髄バンク推進連絡協議会設立
7.28 「全国協議会ニュース」創刊

1991 12.18 財団法人骨髄移植推進財団発足
1992 5.31 海部幸世会長就任
1994 6.17 「全国協議会ニュース」第三種郵便認可

1995 9.1 佐藤きち子基金創設
11.1 事務局が墨田区から新宿区へ移転

1996 1.15 情報誌「骨髄バンク」創刊
7.13 白血病フリーダイヤル開設

1997
2.20 ホームページを開設

5. ボランティアダイヤル開設
9.20 キャンペーンイベントで元患者とドナーが日本で初の対面

1999
8.11 日本さい帯血バンクネットワーク発足
8.30 ハンドブック「白血病と言われたら」初版刊行
9.18 「いのちのバトンリレー・全国キャラバンVゴール」イベント開催

2000 5.1 東京都の認証を受けNPO法人格取得
6.3 設立10周年＆NPO法人発足記念大会開催

2005 7.1 大谷貴子会長就任

2009 2.6 「骨髄移植10,000例・さい帯血移植5,000例記念講演会」開催
2008.12 ～ 2009.2に関連の「ありがとうキャンペーン」実施

2010
4.16 国税庁長官の認定NPO法人としての認証を受ける
6.5 設立20周年記念大会開催・「2010有明宣言」採択

9.11 骨髄バンク20年目の同窓会開催

2011 5.1 東日本大震災被災患者支援基金創設
7.1 市川團十郎会長就任

2012 2.8 事務局が新宿区から千代田区へ移転
9.15 仙台市において「骨髄バンク・さい帯血バンク合同全国大会」開催

2013

1.21 志村大輔基金創設
3.31 東日本大震災被災患者支援基金終了
7.1 仲田順和会長就任

11.29 こうのとりマリーン基金創設
2014 1.1 「移植に用いる造血幹細胞の適切な提供の推進に関する法律」施行

佐
藤
き
ち
子
患
者
支
援
基
金
・
こ
う
の
と
り
マ
リ
ー
ン
基
金

　

申
請
方
法
が
変
更
に
収　

入

基
準
も

だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
２
０
１
０
年
の
「
20

周
年
記
念
」
と
し
て
は
、
次
の
よ
う

な
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

・
記
念
大
会
（
６
月
５
〜
６
日
、

東
京
有
明
医
療
大
学
）
＝
記
念
式
典
、

記
念
イ
ベ
ン
ト
（
映
画
上
映
、
記

念
講
演
＆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）、
全
国

リ
レ
ー
医
療
講
演
会
、
い
の
ち
の
輝

き
展
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ゆ
る

キ
ャ
ラ
集
合
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
。
記
念
大
会
で
は

「
設
立
20
周
年
記
念
大
会
宣
言
」
と
、

「
２
０
１
０
有
明
宣
言
」
を
採
択
し

ま
し
た
。

　

・
メ
ッ
セ
ー
ジ
バ
ル
ー
ン
＝
６
月

５
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を

皮
切
り
に
、
全
国
各
地
で
メ
ッ
セ
ー

ジ
付
き
の
風
船
を
空
に
放
っ
て
骨
髄

バ
ン
ク
事
業
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

・
骨
髄
バ
ン
ク
20
年
目
の
同
窓
会

（
９
月
11
〜
12
日
、
福
島
県
北
塩
原

村
）
患
者
さ
ん
、
ド
ナ
ー
な
ど
が
一

堂
に
会
し
て
情
報
交
換
を
進
め
、
患

者
さ
ん
の
Q
O
L
向
上
や
社
会
復
帰

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
骨
髄
バ
ン

ク
の
意
義
を
深
め
ま
し
た
。

　

・
海
外
の
造
血
細
胞
移
植
医
療
に

関
す
る
調
査
。

　

・
20
周
年
記
念
誌
発
行
。

　

・
普
及
啓
発
グ
ッ
ズ
の
作
成
。

疾
患
の
治
療
を
乗
り
越
え
た
先
に
赤

ち
ゃ
ん
誕
生
と
い
う
希
望
を
持
て
る

よ
う
、
女
性
に
は
「
こ
う
の
と
り
マ

リ
ー
ン
基
金
」・
男
性
に
は
「
志
村

大
輔
基
金
」が
あ
り
ま
す
。ま
た
、「
志

村
大
輔
基
金
」
は
分
子
標
的
薬
投
薬

料
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
も
加

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、「
佐
藤
き
ち
子
患
者

支
援
基
金
」と「
こ
う
の
と
り
マ
リ
ー

ン
基
金
」
の
申
請
方
法
な
ど
が
９
月

申
請
分
か
ら
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
伴
い
申
請
書
が
「
事
前
」
と
「
事

後
」
の
２
種
類
と
な
り
、
給
付
対
象

も
明
示
し
ま
し
た
。
概
要
は
別
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
【
事
前
申
請
】
造
血
細
胞
移
植
ま

た
は
卵
子
採
取
・
体
外
受
精
を
受
け

る
前
に
申
請
い
た
だ
い
た
場
合
は
決

定
額
の
半
額
を
速
や
か
に
支
払
い
、

負
担
額
決
定
報
告
後
に
残
額
を
支
払

い
ま
す
。

　
【
事
後
申
請
】
造
血
細
胞
移
植
ま

た
は
卵
子
採
取
・
体
外
受
精
を
受
け

た
後
の
申
請
の
場
合
は
負
担
額
の
確

認
後
、
一
括
で
支
払
い
ま
す
。

　
【
収
入
基
準
】
各
基
金
と
も
申
請

で
き
る
方
に
つ
い
て
、
一
定
の
収
入

基
準
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
基
準
は
「
所
得
（
必
要
経
費
を
差

し
引
い
た
額
）」
で
し
た
が
、
変
更

後
は
「
世
帯
総
収
入
」
が
基
準
と
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
資
料
請
求
ま
た

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
基
金
は
皆
さ
ま
か
ら

の
寄
付
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご

厚
志
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
１
人
の
ド
ナ
ー
か
ら
H
L
A
が

適
合
し
た
き
ょ
う
だ
い
患
者
２
人
へ

の
骨
髄
提
供
は
可
能
か
」
—
—
医
療

機
関
か
ら
の
こ
う
し
た
問
い
合
わ
せ

に
対
し
、
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
は
「
可

能
」
と
の
正
式
見
解
を
ま
と
め
、
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
問
題
は
、「
兄
弟
姉
妹
の
カ
ッ

プ
ル
」
が
造
血
細
胞
移
植
適
応
の
血

液
疾
患
に
か
か
っ
て
、
骨
髄
バ
ン
ク

に
患
者
登
録
を
し
た
と
き
、
H
L
A

が
適
合
す
る
ド
ナ
ー
が
共
通
し
た

ケ
ー
ス
が
出
た
こ
と
か
ら
、
骨
髄
バ

ン
ク
に
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
の
が

発
端
で
す
。

　

過
去
に
２
例
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
が
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
上
の

問
題
点
に
つ
い
て
早
急
な
解
決
が
困

難
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
方
向
性
と
し

て
は
「
提
供
は
可
能
」
と
な
っ
た
も

の
の
結
論
が
出
な
い
ま
ま
実
施
に

至
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
３

月
、
改
め
て
倫
理
委
員
会
で
審
議
し

た
結
果
、
基
本
的
な
方
針
案
が
示
さ

れ
、
こ
の
ほ
ど
開
催
の
業
務
執
行
会

議
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

基
本
的
な
方
針
と
し
て
は
「
骨
髄

バ
ン
ク
事
業
で
は
１
対
１
の
あ
っ
せ

ん
を
基
本
と
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ド
ナ
ー
か
ら
提
供
す
る
こ
と
を
原

則
と
す
る
。
た
だ
し
、
患
者
救
命
の

観
点
か
ら
同
時
に
移
植
す
る
必
然
性

が
認
め
ら
れ
、
一
定
の
条
件
を
満
た

す
場
合
に
、
ド
ナ
ー
か
ら
提
供
さ
れ

た
造
血
幹
細
胞
を
同
時
に
２
人
の
患

者
（
き
ょ
う
だ
い
）
へ
移
植
す
る
こ

と
は
可
能
と
す
る
」
と
い
う
も
の
で

す
。

　

患
者
の
条
件
と
し
て
は
①
H
L
A

が
一
致
し
て
い
る
き
ょ
う
だ
い
で
あ

る
こ
と
②
2
人
が
同
じ
疾
患
で
あ
る

こ
と
③
2
人
同
時
に
移
植
を
行
う
と

い
う
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
可
能
で
あ
る

こ
と
④
同
時
に
移
植
す
る
必
然
性
に

つ
い
て
、
症
例
ご
と
に
医
療
委
員
会

で
審
査
さ
れ
認
め
ら
れ
る
こ
と
—
—

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
対
象
は
ほ
と

ん
ど
が
双
子
に
な
る
と
み
ら
れ
ま
す
。

　
【
訂
正
】
第
２
６
６
号
１
面
「
命

の
ア
サ
ガ
オ
」
の
写
真
説
明
で
、「
丹

後
家
の
外
周
に
咲
く
ア
サ
ガ
オ
」「
丹

後
家
に
咲
い
た
ア
サ
ガ
オ
」
と
あ
る

の
は
、
い
ず
れ
も
「
丹
後
家
」
で
は

な
く
、「
新
潟
市
西
区
在
住
の
方
の

自
宅
」
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。

■各基金申請変更箇所

佐
藤
き
ち
子
基
金

事前申請期限 事後申請期限
いずれも移植日
をはさんで３カ
月分の費用

決定した移植日の３カ月前
から。審査後決定した給付
額の半分を支払い、報告書
提出を受け残額を支払い

移植日から３カ月以内

こ
う
の
と
り
マ
リ
ー
ン
基
金

事前申請期限 事後申請期限
未受精卵子の保
存料は３年分申
請可。
若年者は18歳に
なるまでの分申
請可

・発病後、血液内科医と婦
人科医の診察の結果、未受
精卵子の採取保存の実施が
決定したとき
・保存していた未受精卵子
を使って体外受精を実施す
ることが確定したとき

・未受精卵子の採取保存の
実施をしてから３カ月以内
・未受精卵子を使って体外
受精を行ってから３カ月以
内。または着床を確認して
から３カ月以内

志
村
大
輔
基
金

分子標的薬申請期限 精子保存申請期限

申請方法など特
に変更なし

4月～ 9月分は10月10日締
切
10月～翌年3月分は４月10
日締切

精子採取・保存処置が終
わって３カ月以内

双
子
患
者
の
同
時
期
移
植

造
血
幹
細
胞
の
提
供

バ
ン
ク
が
正
式
決
定

　

骨
髄
・
さ
い
帯
血
な
ど
の
造
血
細

胞
移
植
や
、
長
期
に
わ
た
る
投
薬
な

ど
血
液
疾
患
治
療
に
は
身
体
の
つ
ら

さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
経
済
的
な

困
難
も
伴
い
ま
す
。
そ
こ
で
全
国
協

議
会
で
は
、
経
済
的
不
安
を
少
し
で

も
軽
減
で
き
る
よ
う
に
、
給
付
型
の

患
者
支
援
基
金
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

造
血
細
胞
移
植
を
望
む
方
に
「
佐

藤
き
ち
子
患
者
支
援
基
金
」、
血
液



第★号（月１回毎月１日発行）定価　１部15円	 全　国　協　議　会　ニ　ュ　ー　ス	 第三種郵便物認可・★★年★月★日（★）発行（２）

「認定NPO法人」である全国骨髄バンク推進連絡協議会への寄付金は、税制上の優遇措置により確定申告の際の寄付控除対象となります。詳細は事務局へお問い合わせください。

第267号（月１回毎月１日発行）定価　１部15円	 全　国　協　議　会　ニ　ュ　ー　ス	 第三種郵便物認可・2014年９月１日（月）発行（２）

な
で
し
こ
リ
ー
グ
の

公
式
会
場
で
登
録
会

土
砂
降
り
も
な
ん
の
そ
の

島根県

　同種移植では、大量の抗がん剤や放射線による治療（移植前
処置）や移植後の免疫抑制剤を使用することで、抵抗力が著しく
低下します。移植前に培ってきた免疫機能もほぼリセットされる
ことが知られており、移植後は新生児に近い免疫状態となります。
　移植後に免疫状態がほぼ正常な状態に戻るのに最低2年は
かかると言われており、それまでの間、いろいろな感染症に対し
て脆弱な状態が続きます。また、それ以降でも一部の病原微生
物に対してはずっと抵抗力が低下したままの状態ということもあ
ります。
　健常な新生児はどうやって病原微生物から身体を守るか、と
いうことを考えると、①どこからか風邪などをもらってそれに対し
て免疫をつける②罹ると大変な病気に対しては予防接種を行
う——ことの大きく2つに分かれます。
　先ほど述べたように、同種移植を行った患者さんの免疫状態
が新生児とほぼ同等であることを考えると、病原微生物から身体
を守るための方法として、小児と同様の予防接種が必要であると
考えられ、海外や国内のガイドラインで予防接種が推奨されてい
ます。
　小児の患者さんでは小児科の先生方が移植後の予防接種を
行ってくださっていることが多いですが、成人の場合に関しては、
国内ではほとんど予防接種が行われていないのが現状です。
　移植後の長期フォローアップも徐 に々進んできている今、移植
後晩期の感染症の問題もクローズアップされてきており、このま
ま何も手を打たないわけにはいけません。そこで、虎の門病院
では2年前より「移植後予防接種外来」という専門外来を開始し、
予防接種を始めることにしました。（つづく）

医療現場からの

最新情報

虎の門病院分院血液内科　辻　正徳　

同種移植後の予防接種について①

──その9

　

N
P
O
法
人
キ
ャ
ン
サ
ー
ネ
ッ
ト

ジ
ャ
パ
ン
（
C
N
J
＝
岩
瀬
哲
理
事

長
）
は
、
佐
賀
大
学
医
学
部
血
液
・

呼
吸
器
・
腫
瘍
内
科
と
共
同
で
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画
配
信
で
学
ぶ

「
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
『
血
液
の

が
ん
』
の
こ
と
」
を
、
８
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
佐
賀
大
医
学
部
附
属

病
院
の
専
門
医
が
、
血
液
疾
患
に

つ
い
て
患
者
や
家
族
ば
か
り
で
な

く
、
一
般
者
に
も
分
か
り
や
す
く
説

明
し
た
映
像
を
、
C
N
J
が
運
営
す

る
無
料
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画
サ
イ

ト
「
キ
ャ
ン
サ
ー
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
で
、

い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
何
度
で
も

　　　 7月21日〜8月20日（敬称略） 

松阪 一紀 現金 100,000円
増田 明雄 現金 100,000円
青野 靖之 現金 70,000円
福原 卓也 現金 2,000円
鈴木 純子 現金 1,348円
塩谷 泰人 現金 1,000円
中谷 光子 現金 3,000円
藤波 敬子 現金 10,000円
カトウ クミコ 現金 3,000円
匿名 現金 40,000円
匿名 現金 5,000円
匿名 現金 2,057円
●白血病患者支援基金
小野塚 照直 現金 10,000円
ゴールドジム横須賀神奈川 現金 5,295円
●佐藤きち子患者支援基金
公益財団法人 大原記念倉敷中央医療機構
 現金 9,146円
福原 卓也 現金 2,000円
樋口 勇一 現金 1,000円
トリイ サヤカ 現金 10,000円
匿名 現金 5,000円
●志村大輔基金
会津テニス協会・ゼビオ株式会社・丸善商事
株式会社 現金 50,000円

心からのご寄付に 
感謝申し上げます 

活動資金の援助をお願いします
銀行口座

三井住友銀行  新宿通支店
普通  ５６６６６５５
郵便振替口座

００１５０-４-１５７５４
特定非営利活動法人

全国骨髄バンク推進連絡協議会

動
画
で
学
ぶ「
血
液
の
が
ん
」

　
C
N
J
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信

繰
り
返
し
視
聴
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

映
像
は
次
の
12
項
目
で
す
。
①
血

液
の
が
ん
と
は
？
〜
血
液
と
は
？　

ど
う
し
て
血
液
の
が
ん
に
な
る
の
？

②
急
性
骨
髄
性
白
血
病
の
治
療
に
つ

い
て
③
急
性
リ
ン
パ
性
の
治
療
に
つ

い
て
④
慢
性
骨
髄
性
白
血
病
の
治
療

に
つ
い
て
⑤
慢
性
リ
ン
パ
性
白
血
病

と
慢
性
骨
髄
増
殖
性
腫
瘍
の
治
療
に

つ
い
て
⑥
悪
性
リ
ン
パ
腫
の
治
療

に
つ
い
て
⑦
血
液
の
が
ん
に
伴
う

D
I
C
の
治
療
に
つ
い
て
⑧
多
発
性

骨
髄
腫
の
治
療
に
つ
い
て
⑨
骨
髄
異

形
成
症
候
群
の
治
療
に
つ
い
て
⑩
成

人
T
細
胞
白
血
病
・
リ
ン
パ
腫
の
治

療
に
つ
い
て
⑪
造
血
幹
細
胞
移
植
に

つ
い
て
⑫
血
液
が
ん
患
者
さ
ん
の
た

め
の
、
血
液
検
査
デ
ー
タ
の
読
み
方

に
つ
い
て
。

　

木
村
晋
也
佐
賀
大
医
学
部
教
授
の

話
「
血
液
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
患
者

さ
ん
は
、
告
知
と
同
時
に
主
治
医
か

ら
複
雑
な
説
明
を
受
け
ま
す
が
、
医

師
が
適
切
な
説
明
を
し
て
も
、
患
者

さ
ん
や
ご
家
族
は
精
神
的
に
余
裕
の

な
い
状
況
で
、
耳
慣
れ
な
い
医
療
用

語
が
並
ぶ
医
療
情
報
を
短
い
時
間
で

理
解
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
す
。

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
患
者
さ
ん

や
ご
家
族
が
落
ち
着
い
た
場
所
で
、

疾
患
の
説
明
を
ス
ラ
イ
ド
の
文
字
や

図
で
確
認
し
な
が
ら
、
医
師
の
説
明

を
何
度
で
も
繰
り
返
し
聴
く
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
家
族
と
も
ど
も
納
得

　

７
月
13
日
（
日
）、
島
根
県
サ
ッ

カ
ー
協
会
様
ご
協
力
の
下
、
同
日
開

催
の
「
プ
レ
ナ
ス
な
で
し
こ
リ
ー
グ

２
０
１
４
レ
ギ
ュ
ラ
ー
シ
リ
ー
ズ
第

13
節
・
岡
山
湯
郷
Ｂ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ　

vs

　

日
テ
レ
・
ベ
レ
ー
ザ
」
公
式
試
合

会
場
で
の
単
独
ド
ナ
ー
登
録
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
に

よ
る
と
「
な
で
し
こ
リ
ー
グ
」
試
合

会
場
で
の
登
録
会
は
初
め
て
と
の
こ

と
で
す
。

　

し
ま
ね
ま
ご
こ
ろ
バ
ン
ク
で
の
登

録
会
は
献
血
併
行
型
が
ほ
と
ん
ど
で
、

単
独
開
催
が
で
き
ま
し
た
の
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
方
の
ご
協
力
が

あ
っ
て
こ
そ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
当
日
の
天
候
は
終
日
土
砂

降
り
の
雨
で
少
し
肌
寒
い
中
で
の
登

録
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
ボ
ラ
ン

　　

と
く
し
ま
の
会
で
は
７
月
28
日

（
月
）
に
、
ド
ナ
ー
支
援
制
度
の
創

設
を
求
め
る
要
望
書
を
徳
島
市
に
提

出
し
ま
し
た
。

　

県
内
の
ド
ナ
ー
登
録
会
に
お
い
て

も
自
営
業
の
方
な
ど
が
登
録
を
た
め

ら
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
、
全
国
の
市

町
村
で
給
付
制
度
の
導
入
が
進
み
つ

つ
あ
る
中
、
休
業
補
償
等
の
支
援
策

が
県
内
で
も
必
要
と
感
じ
て
い
ま
し

た
。
四
国
で
も
愛
媛
県
内
で
の
自
治

体
で
導
入
さ
れ
て
い
る
実
績
も
あ
り
、

担
当
の
保
健
福
祉
部
長
か
ら
は
「
要

望
の
趣
旨
は
理
解
で
き
る
の
で
、
ド

ナ
ー
登
録
の
拡
大
に
向
け
て
前
向
き

に
検
討
し
た
い
」
と
の
回
答
を
得
ま

し
た
。

　

な
お
、
こ
の
支
援
制
度
は
、
あ
く

ま
で
も
登
録
や
提
供
時
の
経
済
的
な

不
安
を
少
し
で
も
解
消
す
る
一
助
で

あ
っ
て
、
制
度
を
利
用
し
て
登
録
を

誘
導
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
申

し
添
え
ま
し
た
。
よ
り
多
く
の
患
者

さ
ん
の
救
命
に
つ
な
が
る
こ
と
を
望

み
、
県
内
で
の
突
破
口
と
し
て
徳
島

市
の
対
応
に
期
待
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
「
す

だ
ち
く
ん
」
を
活
用
し
た
骨
髄
バ
ン

ク
普
及
「
う
ち
わ
」
を
地
元
商
店
街

青
年
部
と
共
同
で
作
成
し
、
先
ご
ろ

開
催
さ
れ
た
「
阿
波
踊
り
」
で
多
く

の
観
光
客
に
１
日
１
０
０
０
枚
ず
つ

４
日
間
配
布
し
ま
し
た
。
若
い
人
た

ち
に
結
構
人
気
で
会
場
の
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
手
に
し
て
い
る
姿
を
見
か
け

ま
し
た
。
全
国
協
議
会
の
「
キ
テ
ィ

ち
ゃ
ん
」
う
ち
わ
と
併
用
し
つ
つ
、

ゆ
る
キ
ャ
ラ
ブ
ー
ム
も
活
用
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

（
と
く
し
ま
の
会
・
池
田
良
一
）

　

７
月
21
日
（
月
）
の
海
の
日
、
九

州
大
学
病
院
百
年
講
堂
で
第
６
回
血

液
疾
患
医
療
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
演
題
は
「
抗
が
ん
剤
や
造
血

幹
細
胞
移
植
に
よ
る
妊
孕
問
題
に
つ

い
て
」
と
、「
血
液
疾
患
と
歯
科
の

関
わ
り
に
つ
い
て
」、
そ
し
て
「
移

植
患
者
の
生
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
」
の
取
り
組
み
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

妊
孕
問
題
で
は
主
に
女
性
側
の
卵

子
保
存
や
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
卵

巣
保
存
の
概
要
、
歯
科
に
つ
い
て
は

治
療
中
の
口
腔
内
の
ケ
ア
に
対
す
る

九
大
で
の
取
り
組
み
を
分
か
り
や
す

く
丁
寧
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
、
個
人
的
に
一
番
関
心

が
あ
っ
た
の
は
福
岡
市
内
の
病
院
で

始
ま
っ
た
移
植
患
者
へ
の
生
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
取
り
組
み
で
し
た
。
最
近
、

や
っ
と
移
植
患
者
の
予
防
接
種
に
つ

い
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
出
始
め
ま

し
た
が
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
に
限
っ

て
い
た
の
で
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
が

い
る
方
、
ま
た
子
ど
も
を
望
ま
れ
る

方
に
は
風
疹
や
は
し
か
、
麻
疹
な
ど

の
生
ワ
ク
チ
ン
を
打
て
る
よ
う
に
な

れ
ば
朗
報
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、

こ
れ
は
移
植
患
者
が
長
期
生
存
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
出
て
き

た
問
題
と
言
え
ま
す
。
移
植
後
の
生

活
を
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
た
め
の

取
り
組
み
が
こ
れ
か
ら
も
進
ん
で
い

く
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。

�

（
リ
ボ
ン
の
会
・
山
内
千
晶
）

　

皆
様
の
活
動
の
お
か
げ
で
骨
髄
移

植
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
て
命
を
救

わ
れ
た
患
者
の
荒
井
善
正
（
実
行
委

員
長
）
で
す
。
僕
は
慢
性
活
動
性
Ｅ

Ｂ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
と
い
う
マ
レ
な

難
病
を
患
い
、
２
０
０
８
年
に
唯
一

の
治
療
法
で
も
あ
っ
た
骨
髄
移
植
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
て
、
今
で
は
元

気
に
過
ご
せ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
当
時
は
フ
ル
マ
ッ
チ
の

ド
ナ
ー
さ
ん
に
な
か
な
か
出
会
う
こ

と
が
で
き
ず
、
そ
の
経
験
か
ら
よ
り

多
く
の
若
者
に
骨
髄
バ
ン
ク
を
伝
え

ド
ナ
ー
登
録
数
を
増
や
す
事
が
フ
ル

マ
ッ
チ
の
ド
ナ
ー
を
見
つ
け
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
の
近
道
だ
と
思
い
、
骨

髄
バ
ン
ク
を
伝
え
る
イ
ベ
ン
ト
「
Ｓ

Ｎ
Ｏ
Ｗ 

Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ 

Ｐ
Ａ
Ｙ 

Ｉ
Ｔ 

し
て
前
向
き
に
治
療
を
受
け
る
支
援

と
な
る
で
し
ょ
う
」

　

http://w
w

w
.cancernet.jp/

hem
atologiccancer/

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
は
ず
ぶ
濡
れ
に
な

り
な
が
ら
も
歩
い
て
い
る
方
々
に
お

声
掛
け
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
両
チ
ー
ム
へ
日
本
サ
ッ

カ
ー
協
会
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
あ

る
３
本
足
の
カ
ラ
ス
「
八
咫
烏
（
ヤ

タ
ガ
ラ
ス
）」
の
伝
説
が
残
っ
て
い

る
と
い
わ
れ
る
島
根
県
江
津
市
に
あ

る
多
鳩
神
社
に
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
地

区
広
報
委
員
さ
ん
と
出
掛
け
て
祈
祷

し
た
お
札
を
渡
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
血
液
セ
ン
タ
ー
と
は

情
報
の
共
有
化
を
図
り
つ
つ
、
さ
ら

に
単
独
登
録
会
開
催
に
向
け
て
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。（
し
ま
ね

ま
ご
こ
ろ
バ
ン
ク
・
山
下
一
幸
）

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
」
を
企
画
し
ま
し

た
＝
写
真
は
昨
年
の
会
場
風
景
。

　

今
年
4
年
目
を
迎
え
る
当
イ
ベ
ン

ト
は
、
毎
年
た
く
さ
ん
の
若
者
を
集

客
し
骨
髄
バ
ン
ク
の
必
要
性
を
伝
え

て
お
り
、
多
く
の
若
者
が
ド
ナ
ー
登

録
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

毎
年
開
催
す
る
実
行
予
算
を
雪
主

（
会
場
で
降
ら
せ
る
雪
の
主
）
と
い

う
形
で
一
口
２
０
０
０
円
か
ら
集
め

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
大
変

苦
労
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
今

年
は
１
０
０
０
口
を
目
標
に
し
て
い

ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
現
さ
せ

る
た
め
に
も
皆
様
の
お
力
が
必
要
で

す
。
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

雪
主
に
な
る
方
法
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
雪
主
様
募
集
中
」
を
ク

リ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
き
、
雪
主
申
込

書
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
書
か
れ

て
い
る
口
座
に
振
り
込
ん
で
い
た
だ

き
、
申
込
書
に
ご
記
入
の
上
フ
ァ
ク

ス
か
郵
送
か
メ
ー
ル
で
ご
返
送
く
だ

さ
い
。http://sbpif.net

3
つ
の
演
題
と
報
告

九
大
病
院
で
講
演
会

生
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
注
目

福岡県

ド
ナ
ー
支
援
制
度
の

創
設
要
望
書
を
提
出

ゆ
る
キ
ャ
ラ
う
ち
わ
作
成

徳島県

　

若
者
に
協
力
呼
び
か
け

　

今
年
も
ス
ノ
ー
バ
ン
ク

  

「
雪
主
様
」を
募
集

◆日本骨髄バンクの現状（2014年7月末現在）
	 6月	 7月	 現在数	 累計数
ドナー登録者数	 1,918	 1,926	 446,212	 617,290
患者登録者数	 264	 282	 2,581	 42,457
移　植　例　数	 133	 125	 —	 17,200
■7月の区分別ドナー登録者数：献血ルーム／ 629人、献血
併行型集団登録会／ 1,246人、集団登録会／ 22人、その他
／ 29人	
■7月の年齢別ドナー登録者数（現在数）
10代　3,072人／ 20代　71,724人／ 30代　148,615人／
40代　176,713人／ 50代　46,088人
■7月の20歳未満の登録者153人
■7月末までの末梢血幹細胞移植累計数：58件
注）数値は速報値のため次月以降に訂正されることがあります。
2012年7月より集計方法が変わりました。

骨髄バンクの最新情報をお知らせする
� ──────�骨髄バンク NOW
●今年度の広報推進施策について
　ACジャパン休止後の普及広報活動について、今年の1月か
ら6月まで毎年1回、広報推進委員会を開催して検討を進めて
きました。①アンケート調査の実施②早稲田大学プロフェッ
ショナルズ・ワークショップへの参加③滋慶学園の学生から
の映像募集④BS日テレでの広報番組制作⑤ディップネス（ス
ポーツクラブ）での広報⑥ご当地アイドルによる広報⑦広報
ラジオ番組の制作――を今年度の広報推進施策として実施す
る予定です。

《財団マンスリー JMDP（8月15日発行）より抜粋》

無料公開


